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４ 地域再生計画の目標 

 

 （目標１）汚水処理施設の整備促進（汚水処理人口普及率を 70.8％か

ら85％に向上） 

 （目標２）環境関連産業を創出する（産地直売施設８箇所を 10 箇所に

する。） 

  （目標３）町民主体の環境学習の推進（地域環境学習組織３団体を 10

団体とする。） 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

   ５－１ 全体の概要 

公共下水道は、紫波町公共下水道として位置づけられており、昭

和５４年２月に本町中心部の１７３ha（６,８７０人）で事業認可を

受け、現在までに９回の変更認可を経て８０５ha（２０,４００人）

まで事業認可区域を拡大し、生活環境の改善が急がれる本町中心部

及び周辺部を含む区域を鋭意に整備を進めてきた。今後は引き続き

南日詰、北日詰第１、平沢、高水寺処理区の整備を促進し、生活環

境の改善を図る。 

  一方、農業集落地域の環境整備を図る農業集落排水は、昭和４８

年度県営農村基盤整備パイロット事業により事業採択され、昭和６

３年度に事業着手した山王海地区ほか４地区が完成している。現在、

上平沢地区が事業実施中であり、管渠及び処理施設を整備し農業集
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 （目標１）汚水処理施設の整備促進（汚水処理人口普及率を 70.8％か

ら83％に向上） 

 （目標２）環境関連産業を創出する（産地直売施設８箇所を 10 箇所に

する。） 

  （目標３）町民主体の環境学習の推進（地域環境学習組織３団体を 10

団体とする。） 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

   ５－１ 全体の概要 

公共下水道は、紫波町公共下水道として位置づけられており、昭

和５４年２月に本町中心部の１７３ha（６,８７０人）で事業認可を

受け、現在までに８回の変更認可を経て７３２ha（２１,１００人）

まで事業認可区域を拡大し、生活環境の改善が急がれる本町中心部

及び周辺部を含む区域を鋭意に整備を進めてきた。今後は引き続き

南日詰、北日詰第１、高水寺処理区の整備を促進し、生活環境の改

善を図る。 

  一方、農業集落地域の環境整備を図る農業集落排水は、昭和４８ 
年度県営農村基盤整備パイロット事業により事業採択され、昭和６

３年度に事業着手した山王海地区ほか４地区が完成している。現在、

上平沢地区が事業実施中であり、管渠及び処理施設を整備し農業集 
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落の生活環境の改善、水路や河川の環境整備を推進する。 

また、その他家屋の点在する集合処理区以外の地域については、

個人設置型浄化槽事業に加え、新たに PFI を活用した市町村設置型

浄化槽事業により環境整備の推進を図る。 

以上の「公共下水道」、「農業集落排水」、「浄化槽」の汚水処理３

施設で町内全域を網羅し、相互に連携を図りつつ、目標達成に向け

事業を展開する。 

 

 ５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 

  (１) 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

         対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了

している。 

     なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面に

よる。 

    ・公共下水道 ･･･････ 平成２０年４月に事業認可 

    ・農業集落排水 ････  平成１５年３月に事業採択の通知を国よ

り受けている。 

【事業期間】 

    ・公共下水道        平成１８年度～２２年度 

    ・農業集落排水施設     平成１８年度～２０年度 

・浄化槽（市町村設置型）  平成１９年度～２２年度 
・浄化槽（個人設置型）   平成１９年度～２２年度 

落の生活環境の改善、水路や河川の環境整備を推進する。 

また、その他家屋の点在する集合処理区以外の地域については、

個人設置型浄化槽事業に加え、新たに PFI を活用した市町村設置型

浄化槽事業により環境整備の推進を図る。 

以上の「公共下水道」、「農業集落排水」、「浄化槽」の汚水処理３

施設で町内全域を網羅し、相互に連携を図りつつ、目標達成に向け

事業を展開する。 

 

 ５－２ 法第四章の特別の措置を適用して行う事業 

(１ ) 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

         対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了

している。 

     なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面に

よる。 

    ・公共下水道 ･･･････ 平成１５年３月に事業認可 

    ・農業集落排水 ････  平成１５年３月に事業採択の通知を国よ

り受けている。 

【事業期間】 

    ・公共下水道        平成１８年度～２０年度 

    ・農業集落排水施設     平成１８年度～２０年度 

・浄化槽（市町村設置型）  平成１９年度～２０年度 
・浄化槽（個人設置型）   平成１９年度～２０年度 
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【整備量】 

     ・公共下水道      φ２００      ５，８００ｍ

                                単独事業分φ２００ ５，４００ｍ  
     ・農業集落排水施設   φ１５０～２００ ２０，５００ｍ

                                単独事業分φ１５０ ３，８００ｍ  
                             処理場       １カ所 

・浄化槽         ３１０基 
なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 
公共下水道     日詰、古舘、赤石地区 １，３１８人 

農業集落排水施設  上平沢地区      ２，６９５人 

     浄化槽（市町村設置型）          １，１２２人 
     浄化槽（個人設置型）              ５５人 

 

【事業費】 

   ・公共下水道      事業費   ５８４，０００千円 

              （うち、交付金２９２，０００千円） 

               単独事業費 ４２８，７０４千円 

   ・農業集落排水施設   事業費 ２，１８１，８０２千円 

              （うち、交付金１，０９０，９０１千円）

                             単独事業費 ３３０，５００千円 
・浄化槽（市町村設置型）事業費  ２７５，４８４千円 

               （うち、交付金 ９１，８２５千円） 
 

【整備量】 

     ・公共下水道      φ２００      ３，８００ｍ 
                                単独事業分φ２００ ３，８００ｍ 

     ・農業集落排水施設   φ１５０～２００ ２０，６００ｍ 

                                単独事業分φ１５０ ４，３００ｍ  
                         処理場       １カ所 
・浄化槽         ４４０基 

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 
      公共下水道      日詰、古舘、赤石地区  ８４２人 

農業集落排水施設   上平沢地区     ２，６９５人 

     浄化槽（市町村設置型）          １，５０６人 
     浄化槽（個人設置型）              ３６人 

 

【事業費】 

   ・公共下水道      事業費   ３２４，０００千円 

              （うち、交付金１６２，０００千円） 

               単独事業費 ３０９，０００千円 

   ・農業集落排水施設   事業費 ２，２００，９９２千円 

              （うち、交付金１，１００，４９６千円） 

                             単独事業費 ３３５，０００千円 
・浄化槽（市町村設置型）事業費  ４００，５９２千円 

               （うち、交付金 １３３，５２８千円） 
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   ・浄化槽（個人設置型） 事業費      ５，７９１千円 

               （うち、交付金 １，９３０千円） 

     合   計         事業費 ３，０４７，０７７千円 

               （うち､交付金１，４７６，６５６千円）

               単独事業費 ７５９，２０４千円 

 

６ 計画期間 

  平成１８年度～２２年度 
  

   ・浄化槽（個人設置型） 事業費      ４，４１０千円 

               （うち、交付金 １，４７０千円） 

     合   計         事業費 ２，７１８，３９３千円 

               （うち､交付金１，３２６，９７８千円） 

               単独事業費 ６４４，０００千円 

 

６ 計画期間 

  平成１８年度～２０年度 
 




